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１．環境先進県づくりを目指して（知事メッセージ） 

 

 「環境の世紀」21 世紀において、産業活動も、私達市民の

生活も、循環型へと切り替えることを求められており、その

ための意識変革、ライフスタイルの変革、新たな環境ビジネ

スの創出などが不可欠になっています。 

 こうしたことから、三重県は環境への負荷の少ない循環を

基調とした社会システムの構築を目指し、環境と経済を同軸

に捉えた環境効率の高い「環境経営」を推進するなど、次世

代に誇れる環境づくりを進め、三重県を名実ともに「環境先

進県」とする変革・行動に取り組んでいます。 

 

 県民や企業の皆さんと協働で環境先進県づくりを進めるためには、三重県庁自らが信頼で

きるパートナーとして認めていただくことが大切です。まず「隗より始めよ」です。そのた

め、率先して三重県庁自体を「環境負荷の少ない県庁」にするため、ISO14001 の導入やグ

リーン購入への取組を始め、公共工事における環境配慮、夏のエコスタイルなど環境負荷の

低減に向けて取り組んでいます。 

 

 ISO14001 については、平成 12 年２月に三重県庁本庁舎が、平成 13 年３月にはすべての

地域機関で認証を取得しました。定期的な人事異動なども考えると、ISO14001 は本庁舎だ

けではなくてすべての地域機関で取る必要があると思ったからです。 

その導入にあたって、当初（平成 10 年）の県政戦略会議では、県庁内のゴミ箱をゼロに

しようと提案し、それだけで３時間ほど議論をしたことがあります。ゴミの量を減らすため

に 10％減らそうとか、５％減らそうというのは、職員はすぐにやってしまいます。けれど

も元の 90％は残ってしまうわけです。 

 私からはこう提案しました。「今、三重県庁に求められているのは、ゴミを何パーセント

減らせというよりは、ゴミをゼロにすることではないか。ゼロにするためには捨てる場所を

なくせばよい。ゴミ箱をなくしたらどうか。」侃々諤々（かんかんがくがく）の議論があり

ましたが、「だからやらない」ではなく「だけどやろう」と決定して実行したのです。 

 

 三重県庁をぜひ訪れていただきたいと思います。各階に分別箱を置き、個人用のゴミ箱は

全部なくしました。そのゴミ箱は庁舎前の庭で花のポットとして再利用されています。捨て

る場所がなくなれば、机の上のゴミを丸めてゴミ箱に捨てること

もなくなり、分別して再利用に回すから資源となります。まさに

「混ぜればゴミ、分ければ資源」です。 

 

 

 

  




